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まえがき

　2005 年に「まんがパルスオキシータ」を制作し、その後、パルスオキシメータの社

会的認知度は徐々に高まり、2020 年からの新型コロナ禍で、パルスオキシメータの社

会的認知度が爆発的に高まることとなりました。

　しかし、その一方で、パルスオキシメータの性能の違いや体調悪化判断のための数

値の解釈方法などについては、不正確・不確かな情報もあふれるようになり、パルス

オキシメータの不適切な使用による健康被害の発生も懸念される状況も生まれました。

　コニカミノルタは、制作推進企業の中心メンバーとして制作推進に協力しています。

弊社が参加する JEITA（一般社団法人電子情報技術産業協会）ヘルスケアインダスト

リ部会酸素飽和度測定機器普及啓発タスクフォースでは、「パルスオキシメータ みん

なの安心手引き」を 2022 年 7 月に発行しました。

　本改訂版は、「みんなの安心手引き」の掲載内容を踏まえ、パルスオキシメータの測

定値に関する注意点、数値を利用して受診判断を行うための利用法を加える形で、作

成しました。

　本改訂版が、パルスオキシメータを安心安全に活用していただく一助になれば幸い

です。
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1973 年　　パルスオキシメータの原理 2 案が相次いで特許出願される
３月 29 日　日本光電工業（株） 青柳・岸　標題「光学式血液測定装置」
４月 24 日　ミノルタカメラ（株） 小西・山西　標題「オキシメータ」

1975 年　　日本光電工業（株）が臨床試験用パルスオキシメータ「イヤーピースオキシメータ製品化」
1977 年　　ミノルタカメラ（株）が商業ベースの世界初のパルスオキシメータ OXIMET-1471 発売

それから小型・軽量化・省電力化が進展してきました。
それにつれて用途もまた拡大しました。

パルスオキシメータは日本で生まれた医療機器です。

これからもコニカミノルタはパルスオキシメータの普及に貢献してまいります。
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2020 年～の新型コロナ禍、
パルスオキシメータは
世界中で活躍しました。
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正しく装着されていますか?

□ 測定部（プローブ）から指が外れていませんか ?

□ プローブの装着の向きがあっていますか ?

□ 指がプローブ内部の正しい位置に置かれていますか ?

□ プローブの内部で指が動いたりしていませんか ?

指は正しく測れる状態ですか?

□ 指が汚れていませんか ?

□ ネイルアート（マニキュアやジェルネイル、付け爪など）を付けていませんか ?

□ 指のむくみはないですか ?

□ 指や手足が冷たくなっていませんか ?

測定中に正しく測定できない状態になっていませんか?

□ 屋外などで、強い光が機器に当たっていませんか ?

□ 測定部位が動いてしまっていませんか ?

□ 指が緊張したり、力が入ったりしていませんか ?

□ 台や机の上で、機器を強く指で押し当てていませんか ?

□ 機器の取扱説明書をよく読んで、正しく十分な脈動を取れていることを確認できましたか ?

測定直前の活動の影響を確認しましたか?

□ 装着直後ではなく、脈動を検出してから 20 ~ 30 秒後に出た数値を読み取っていますか ?

□ 動作直後の測定は避け、呼吸や脈拍が落ち着いていることを確認してから、測定していますか ?

正しい測定のチェックリスト
巻末付録
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